
プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 
⼩

学
校

部
会

 
中

学
校

部
会

 
⾼

校
部

会
 

分
科

会
 

演
習

棟
306教

室
 

演
習

棟
314教

室
 

演
習

棟
313教

室
 

13:00-13:40 
  

名
古

屋
市

⽴
⼤

清
⽔

⼩
学

校
 

⽊
下

 匠
 

「
児

童
を

深
い

学
び

へ
と

導
く

算
数

学
習

」
 

 
 

13:40-14:20 
 

名
古

屋
市

⽴
御

器
所

⼩
学

校
 

松
⽥

翔
伍

 
「

⼀
般

化
す

る
こ

と
が

で
き

る
児

童
を

育
て

る
算

数
指

導
」

 

名
古

屋
市

⽴
守

⼭
東

中
学

校
 

梛
⽊

貴
代

 
「

振
り

返
り

を
通

し
て

、
学

習
を

調
整

す
る

⼒
を

⾼
め

る
こ

と
の

で
き

る
⽣

徒
の

育
成

」
 

愛
知

県
⽴

江
南

⾼
等

学
校

 
⼩

野
⽥

 茜
 

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
践

報
告

」
 

14:20 -15:00 
 

岡
崎

市
⽴

⻯
美

丘
⼩

学
校

 
宮

森
千

尋
 

「
既

習
事

項
を

元
に

，
⾃

ら
の

⾔
葉

で
意

欲
的

に
学

び
を

深
め

よ
う

と
す

る
児

童
の

育
成

」
 

豊
橋

市
⽴

 ⾼
豊

中
学

校
  

福
⽥

勝
顕

 
「

発
展

的
な

課
題

に
対

し
て

も
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

⽣
徒

の
育

成
を

⽬
ざ

し
て

」
 

愛
知

県
⽴

豊
⽥

⼯
科

⾼
等

学
校

  
 

 
服

部
慎

吾
 

「
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

の
評

価
の

実
践

」
 

司
会

者
 

岡
崎

市
⽴

広
幡

⼩
学

校
  

加
藤

良
彦

 
名

古
屋

市
⽴

桜
丘

中
学

校
 

久
島

⼀
真

 
愛

知
教

育
⼤

学
附

属
⾼

等
学

校
 

 
 

 増
⽥

朋
美

 
助

⾔
者

 
愛

知
教

育
⼤

学
 ⾼

井
吾

朗
 

名
古

屋
学

院
⼤

学
宇

野
⺠

幸
 

愛
知

教
育

⼤
学

  
⻘

⼭
和

裕
 橋

本
⾏

洋
 

愛
知

教
育

⼤
学

  
飯

島
康

之
 野

崎
 寛

 
 

全
体

会
 

演
習

棟
306室

 
15:10-15:20 
 

会
⻑

挨
拶

 
飯

島
康

之
 

15:20-16:20 
 

講
演

 
「

数
学

教
育

の
⽣

命
論

的
展

開
」

 愛
知

教
育

⼤
学

 
特

別
教

授
 

佐
々

⽊
徹

郎
 

 

数学教育の生命論的展開

愛知教育大学 佐々木 徹郎

於：数学教育講座
令和3年12月11日（土）15:00～16:00

教育を軽んじるものは，教育によって軽んじられる
教育を変えるには⼗年かかる
教育は変わり続けることが，唯⼀不変
少⼦化
学習社会
産業モデルの変化
⼯場モデル → サービス産業モデル

社会･情動的能⼒（⾮認知能⼒）
学校教育と⼤学教育の役割変化

•教師の側から知識を授けるよりも、

まず知識をもとめる動機を子ども

たちがもつような学校教育が、真

の学校教育である。

ジョン･デューイ 機械論パラダイム

•デカルト－還元主義，物心二元論

•『方法序説』，解析幾何，座標

•ヒルベルト－形式主義，公理主義
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教育学における機械論

•コメニウス 17世紀
•『大教授学』
•大衆教育，義務教育
•時計と印刷機
•「教刷術」

•『世界図絵』
•教科書のルーツ

機械論パラダイムの限界
合理主義
「心の問題」，環境問題

因果律
原因探し 「悪者」探し

「自分には責任がない」

要素還元主義－要素に細分して，分析すれば

確たる全体が分かる

「部分の総和は，全体にならない
「道具はもっていても使えない」

縦割り組織
独善的専制型（蛸壺化）

教科のセクト主義

自分を含み込んだ世界観

因果関係 私

⾃⾃分分ににととっっててのの意意味味

•⾃分の⼈⽣における数学の意味
•この数学をどこで活⽤するのか
•「世界を問う」������������ための役割
•数学的対話
•数学的話し合い（ディスコース）
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複雑系マネージメントにおける

機械論-技術論的 vs 生命論-進化論的
アプローチ （Fredmund Malik, 1986)

• 機械論-技術論的

– 自らは高みに立ち，ある分野の完全な情報を集
めれば，その分野を支配できる。

• 生命論-進化論的

– 社会組織に適合するために，それぞれの自己組
織が相互に作用すること。

機械論vs生命論
(Wittmann, 2001/02)

機機械械論論 生生命命論論

シンボル 機械 人間

哲学 デカルト 合理主義 ピアジェ 発生的認識論

教育学 コメニウス デューイ

数学論 ヒルベルト 形式主義 フロイデンタール活動主義

指導観 生生徒徒ににででききるるだだけけ簡簡単単でで，，
困困難難ががななくく，，楽楽なな方方法法でで教教
ええるる

キューネル（構成主義）
児童・生徒の学習活動を
組織化する

児童・生徒観 知知識識をを受受けけ取取りり，，技技能能をを習習
熟熟ささせせらられれるる存存在在

自自ららのの能能力力をを発発展展ささせせるる
存存在在

教師と研究者の関係 教師は研究結果の受容者 教師は反省的実践者，
共同研究

授業づくり
（西川純, 2006)

独独善善的的専専制制型型 集集団団参参画画型型

教師が子どもに対してもつ
信頼度

子どもを全く信頼していな
い

あらゆることについて子ど
もを十分信頼している

勉強の仕方に関するアイ
ディアのくみ上げ

子どものアイディアを取り
上げることはめったにない

つねに子どものアイディア
を取り上げる

動機づけの方法 懲罰，ときに報酬 参加を通じてやる気を起こ
させる。集団で目標を設定
し，評価させることによって
やる気を起こさせる

責任感 教師はもつが子どもはもた
ない

教師も子どもも自分の役
割に関して責任感をもつ

目標の設定の方法 教師が決める 緊急の場合を除いて，全
体で話し合って決める

独善的専制型のクラス

1．．指指導導内内容容ををススモモーールル・・スステテッッププにに分分解解すするる。。

2．．そそれれぞぞれれののスステテッッププをを分分かかりりややすすくく教教ええるる。。

3．．児児童童・・生生徒徒のの能能力力別別指指導導。。

4．．教教科科書書にに従従っってて，，児児童童・・生生徒徒がが問問題題をを解解くく練練習習ををすするる。。

5．．速速くく，，正正確確にに問問題題をを解解けけるるよよううにに指指導導すするる。。

6．．個個人人ままたたはは集集団団のの出出来来にによよっってて報報賞賞をを与与ええるる。。
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機械論と生命論の関係

機機械械論論的的 生生命命論論的的

包包含含関関係係

相相補補関関係係

「糸の理論」

• 縦糸ー理論 「教科，教育学」

• 横糸ー実践

「実践的協働」

要素還元主義から全体包括主義へ

reductionism wholism

• スモール･ステップ

• 原子論的学習

学習内容を分解する

原子論的学習

スモールステップを構成する

一歩ずつ進める

学力の差は，学習時間の差

遅進児

完全習得学習
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「四角形」小学校４年上

• 台形と平行四辺形，ひし形

垂直⇒平行⇒台形⇒平行四辺形⇒ひし形

18

全体像が見えない

学習の主体性が疎かになる

問題意識が薄い

学習目的をもてない

Ｘ「主体的，対話的な深い学び」

53



身の回りの平行四辺形

身の回りの平行四辺形
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「傾いた四角形」の性質を調べよう

• 辺の長さ

• 角の大きさ

• 「平行」

• 教科書に戻って学ぶ

静的構造から活動の構造化へ

•意味の連鎖

２４人があそんでいました
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３５人になりました

はとの絵

線分図

式

３学年

30

帯図

「かくれた数」における意味の連鎖

式による表現 能記３

線分図 能記２

記号３

帯図 能記1    記号２/
所記３

記号１/               
所記２

はとの絵 所記1
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仕事算


指導技術から学習の組織化へ

• 「主体的・対話的で深い学び」

• 「学び」とカリキュラム・マネージメント

• 子どもの「誤り」を活かす

• 「子どもの言葉で授業をつくる」

誤りは必要なこと

失敗・間違い・誤り

成長のために必要なこと

困難は解決策を連れてくる

問いをもつこと

教科書には，誤りはない

「深い学び」

３学年

36
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